
第11回
産婦人科動向意識調査・
タスクシフト調査
中間報告

日本産科婦人科学会
医療改革委員会



プロジェクトメンバー

2

小野健太郎 （聖路加国際病院産婦人科）
重見大介 （東京大学大学院）
柴田綾子 （淀川キリスト教病院）
園田正樹 （東京大学産婦人科）
溝口博重 （株式会社ＡＭＩ＆Ｉ）
鈴木真 （亀田総合病院）
医療改革委員会



“（１）従来の動向意識調査

（２）勤務環境の現状調査（新）

（３）タスクシフト現状調査（新）
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大都市圏と地方に大別して「見える化」
＊大都市圏：東京、大阪、愛知、神奈川、福岡
地方：それ以外



なぜ「見える化」？

・勤務環境の課題は
各施設で様々に異なる

・現在実施できている
工夫も異なる状況
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⇨課題や状況に応じた対策案
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2018
動向・勤務
環境調査

978 456 47%

タスクシフト 978 427 44%

＊中間報告ではGoogle formによる回答のみ報告（約10%がFAX/メール）
＊調査期間は2018年12月11日〜2019年1月4日
＊今回の調査対象は産婦人科専門研修施設



1.
動向意識調査結果
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2018 全体

大都市圏

地方

・昨年までと傾向は同程度
・大都市圏の方が「悪い」と感じている？
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2018 全体

大都市圏

地方

・昨年までと傾向は同程度
・大都市圏の方が「良い」と感じている？
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2018

- 18.8%

- 31.4%



2.
勤務環境の現状調査
（新規）
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地方

大都市圏

・ほとんどの施設で「当直医制」
・地方で「主治医制」がやや多い
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地方

大都市圏

・大都市圏で約4割、地方で7割が
勤怠管理システム未導入
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地方

大都市圏

・2割弱で「オンコール手当なし」！
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地方

大都市圏

・8割の施設で「当直回数上限なし」！
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地方

大都市圏

・7割の施設で
「週一回以上の当直あり」！
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地方

通常日勤勤務

時短勤務（午前のみ）

当直終了で終業
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(11.9%)

5

(2.1%)

時短勤務
（午前のみ）

大都市圏

・半数以上の施設で「通常日勤」
・「当直明けで終業」は地方でわずか2%



3.
タスクシフト現状調査
（新規）
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ほとんどの施設で実施されているタスク

(%)
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ほとんどの施設でシフトをするつもりがないタスク

(%)
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実施はまだ少ないがシフトに前向きなタスク

(%)
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結果のまとめ

1.動向意識調査
・自施設よりも全体としての悪化が懸念

2.勤務環境の現状調査
・正確な勤怠管理が多くの施設で未導入
・2割の施設で当直回数の上限なし
・3割の施設で週に１回以上の当直
・6-7割の施設で当直明けも通常日勤勤務

3.タスクシフト現状調査
・項目ごとの現状を見える化



今後のプロセス
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＜最終報告＞
・分娩規模等での解析
・タスクシフトと
勤務環境の関連

＜新たな知見＞
・Webベース調査の利便性

・見える化の意義

＜より詳細な調査＞
・個々人の勤務環境
・自己研鑽と業務

＜調査の継続＞
・見える化による意識変容

と各施設での工夫
・経年変化の把握


